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1章 緒 言

1825年Faradyノ 「ベ ンツ オ ール」 發 見 以來

Simpson及 ビSnow氏 ハ ソレシ 中 毒症 状 ヲ始 メ

テ記 載 シSelling (1911)ハ 「ベ ンツ オール 」ノ家 兎

造 血 臟器 ヲ選 擇 的ニ 障 碍 破 壞 スル コ トヲ發表 シ,

其 ノ後Korangie, Hirschfeld, Jaffe及 ビ武 藤

氏等 之 ヲ治 療的 及 ビ病 理 組 織 學 的方 面ニ 用 ヒ略 ボ

Sellingノ 説 ヲ肯 定 セ リ.然ルニPappenheim,

多 田羅 氏 等 ハ造 血 臟 器 以外ニ 多 少 ナ ガ ラ他 ノ腺 細

胞 ヲモ障 碍 スル ヲ主 張 ス.「 ベ ン ツ オール」ノ抗 體

形 成ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 索 セ ルハRusk (1914)ノ 此

物 質ニ 依 リ溶血 素,沈降 素 ノ發生 ハ著 シ ク害 セ ラ

レル トノ報告 ヲ嚆 矢 トシ,後Hekton (1916)モ 多

量 ノ 「ベ ン ツオ ー ル」 ハ 抗 體 形成 ヲ阻 害 シ少量 ハ

溶 血 素 ノ ミヲ増スト 云 ヘ リ.Schiff (1914)ハ 「ベ

ン ツオール 」 ノ量 ニ ヨ リ過 敏症 ノ増 衰 ア リ ト云 ヒ

Heinrichモ 之 ニ同意 セ リ.Hirschfeld (1913)

Simend及 ビJones (1915), Busson等 ハ 「ベ ン

ツ オ ール」 注 射 動物 ハ菌ニ 對 シ テ抵 抗 力 減退 ス ト

唱 ヘ,佐 藤 氏(1928)ハ 溶 血 性抗 原ニ 對 スル抗體 形

成 ハ 「ベ ン ツオ ール」ニ テ害 サ ル ル脾 臟 以外 ノ造 血

臟 器 特ニ 骨髓 淋 巴 腺 ニ重 大 ナ ル 關係 ヲ有 スル ト云

ヒ,大 熊 氏(1930)ハ 「ベ ンツ オール 」ハ 沈 降 素 ノ

新 生 ヲ障 碍 スル ヲ認 メ.小 山 氏(1931)モ 「ベ ンツ

オ ール」 注 射ハ 一 般ニ 抗 體 産 生 ヲ或 程 度 迄抑 制 ス

ル ヲ確證 セ リ.於 茲 余 ハ「ベ ン ツオ ー ル」ノ抗 體 形

成ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢 シ,更ニ 「ベ ンツ オー ル」ニ依

リ被 害破 壞 セ ラル ル脾 臟 以 外 ノ造 血 器 ニ シテ 而 モ

活 動 的 ニシ テ且抗 體 形 成ニ 密接 ナ ル關 係 ヲ有 スル

骨 髓 ガ抗 體 生 成ニ 對 シ如 何 ナ ル關 係 ニア ル ヤ ヲ究

明 セ ン トシ テ次 ノ實 驗 ヲ行 ヘ リ.

第2章 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

試驗 動 物 ト シ テ ハ 第1報 ト同 ジ ク 常ニ250-

350gノ 處 女海〓 ヲ用 ヒ,抗 原 トシテ ハ健 康 馬血

清 ヲ使 用 セ リ.「 ベ ン ツ オー ル」(「 メル ク」製)ハ

局方 「オ レーフ 油」 ト等 分ニ混合シ「ベンツオー ル

オ レー フ油 」 トシテ 注射ニ 供 セ リ.實 驗 動 物 ハ次

ノ4群 即 チ

第1群 第1,第2,第4,第5,第7ノ 各 日

「ベ ン ツオ ー ル オレーフ 油」ヲ「ベ ンツ オ ール 」量 ニ

シテ 體 重pro kg 1cc宛 注射 シ,第3,第6,第8

ノ各 日健康 馬血 清0.5cc宛 注射 セ ル モ ノ.

第2群 第1,第2,第4,第5,第7ノ 各 日 ニ

第1群ト同 量ノ「 ベ ンツ オ ール オ レー フ油」ヲ注 射

シ,第8,第10,第12ノ 各日 健 康 馬 血 清0.5cc

宛 注射 セ ル モ ノ.

第3群 第1,第2,第4,第5,第7,第8

ノ各 日ニ 第1群 ト同 樣 「ベ ン ツ オ ール オ レー フ油」

ニ テ前處 置 シ第10,第12ノ 各日ニ 更ニ 半 量(pro

kg 0.5cc)宛 注 射 シ,第9,第11,第13日 ニ健康

馬血 清0.5cc宛 注 射 セ ル モ ノ.

第4群 第1,第2,第3,第4,第5,第6,

第8,第10ノ 各日ニ 第1群 ト同量 ノ 「ベ ンツ オ ー

ル オ レー フ油 」ヲ注 射 シ,第7,第9,第11日 ノ

3囘ニ 亙 リ健康 馬血 清0.5cc宛 注 射 セル モ ノ.

以上 ノ4群ニ 分 チ,各 群ニ 於 テ最 後 ノ血 清 注 射

翌 日 ヨ リ各 々第7,第9,第11,第13,第16,第

21,第30日 目ニ第1報ニ述 ベ タ ル ト同樣 ノ方 法

ヲ以 テ海 〓 ヨ リ採 血 シ,且 子宮 體 ヲ利 用 シ,子 宮

過敏 症 ヲナ ラハ ス曲線 ヲ描 カ シ メ抗 體 量 ヲ測 定 セ

リ.又 瀉 血ニ テ得 タル血 液ニ 就 テ血 中沈 降 素 價 ヲ

緒 方 氏 法 及 ビ ウ ー レン フー ト氏法 ニ ヨ リ測 定 スル

コ ト第1報 ト同 樣 ナ リ.尚 ホ 各群 動 物ニ 就 テ第10

日 目「ピ ロカ ル ピ ン」及 ビ「ア ド レナ リ ン」注 射 ヲナ

シ血中 抗 體 量 及 ビ子 宮 内 抗體 量ニ 及 ボ ス影 響 ヲ檢

セ リ.

第3章 實驗 成績

前述 ノ各群各日ノ實驗 ニハ各々3-5例 宛實驗

シ,子 宮過敏症 ヲ表 ス曲線ハ中等大ノ代表的 ノモ

ノヲ選 ビ,血中 抗體量ハ平均値ヲ求 メテ次ノ如キ

成績ヲ得タリ.

第1節 子宮内過敏症抗體ニ 關スル成績
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第1群

第1圖 (第7日 目)

第2圖 (第9日 目)

第3圖 (第11日 目)

第4圖 (第13日 目)
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第5圖 (第16日 目)

第6圖 (第21日目)

第7圖 (第30日 目)
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第8圖 (「ピロカルピン 」)

第9圖 (

「アドレナリン 」)

第2群
第10圖 (第7日 目)

第11圖  (第9日 目)
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第12圖 (第11日目)

第13圖 (第13日目)

第14圖 (第16日 目)

第15圖 (第21日 目)
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第16圖 (第30日目)

第17圖 (「ピロ カ ルピ ン」)

第18圖 (「 ア ド レナ リ ン」)

第3群
第19圖 (第7日 目)
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第20圖 (第9日 目)

第21圖 (第11日 目)

第22圖 (第13日 目)

第23圖 (第16日 目)

97



1714 横 山 丈 夫

第24圖 (第21日 目)

第25圖 (第30日 目)

第26圖 (「 ヒロ カ ルピ ン」)

第27圖 (「ア ド レナ リ ン」)
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第4群
第28圖 (第7日 目)

第29圖 (第9日 目)

第30圖 (第11日 目)

第31圖 (第13日 目)
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第32圖 (第16日 目)

第33圖 (第21日 目)

第34圖 (第30日 目)

第35圖 (「ピ ロカ ル ピ ン」)
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第36圖 (「ア ド レナ リ ン」)

以上ノ子宮過敏症 ヲ表 ス各々ノ曲線ノ縱,横 及

ビ面積ヲ第1報ト 同樣ニ計測シ之 ヲ總括表示 スレ

バ 第1表 ノ如 シ.

第1表 子 宮 内 抗體 量
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第1表 ヲ參 考 トシ テ第1― 第36圖 ノ子 宮過 敏 症

ヲ表 ス曲線 ヲ以 テ子 宮 内 抗體 量 ヲ推 定 スレバ大 體

ニ於 テ第1群 最大 ニ シ テ第2群 ト第4群 トハ殆 ド

同 ジ ク シテ 之ニ 次 ギ第3群 最小 ナ リ.即 チ 「ベ ン

ツ オ ール」 注射ニ 血 清 注射 ノ遲 ルル 程 子 宮 内抗 體

量 小 ナル結 果 トナ レリ.又 各 群ニ 於 テ子 宮 内抗 體

量 最 大 トナ レル實 驗 日 ヲ見 ル ニ第1群,第4群 ニ

於 テハ 第16日 目,第2群 及 ビ第3群 ハ 第30日 目

ナ リ.即 チ抗 原 注 射 ノ「ベ ン ツオ ール」注射ニ 遲 ル

ル 程(換 言 ス レバ 血 清 注射ニ 先 チ テ 「ベ ン ツオ ー

ル」 中 毒 ノ充 分 ナ ル程)抗 原 注 射 後 抗體 量 最 高 價

ニ達 スル 迄ニ 要 スル日 數延 長 ス ル ガ如 シ.次ニ 各

群ニ 於 テ ソ レゾ レ第9日 目 ノモ ノニ 比 較 シ テ 「ピ

ロカル ピ ン」注 入後 ハ 然 ラザ ル モ ノニ 比 シ増 量 シ,

「ア ド レナ リ ン」注入 後 ハ 之ニ 反 ス.各 群ニ 就 テ ミ

レバ 「ピ ロ カル ピ ン」注 入後 第1群 最 大 ニ シ テ他 ノ

3群 ハ 殆ド同 等ニ シ テ之ニ 次 グ.「 ア ド レナリ ン」

注 射後 ハ 常ニ 減 ゼ リ.

第2節 血 中沈 降 素 價ニ 關 スル成績

第2表 血 中 沈 降 素 價(絶 對 値)
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上 表ニ ヨ レバ血 中 沈降 素 價 ハ緒 方 氏 法ニ 於 テ大

體第1群ニ 最 大 ニ シ テ,第4群,第2群 之ニ 次 ギ

第3群 最小 ナ リ.即 チ之 モ子 宮 内抗 體 量 ト同 樣 ニ

血 清 注 射 ノ「ベ ンツ オー ル」注 射ニ 遲 ルル 程血 中抗

體 量 小 ナ リ.又 各 群ニ 於 テ血 中 沈 降素 價 ノ最 大 ト

ナ レル實 驗 日 ヲ見 ルニ 子 宮 内抗體 量 ト同樣ニ 第1

群,第4群 ハ 第16日 目第2群,第3群 ハ 第30日

目ニ シ テ抗 原 注射 ノ「ベ ンツ オ ール」注 射ニ 遲 ル ル

ニ從 ヒ血 中 沈 降素 價 ノ最 高價ニ 達 スル迄ニ 要 スル

日數 延長 セ リ.次ニ 各群9日目 ノ モ ノ ト比 較 スル

ニ「ピ ロカル ピ ン」注 入後 ハ 常 ニ増加 又ハ 同 等ニ シ

テ,其 ノ程度 ハ第1群ニ 最 大 ニ シテ第2群 之ニ 次

ギ,第3群,第4群 ノ順ニ 減 少 セ リ.即 チ 「ベ ン

ツ オール 」注 射全量 ノ大 ナル 程「ピロ カル ピ ン」ノ

影 響 ヲ受 ク ル コ ト少 ク血 中 抗體 量 小 ナ リ.「 ア ド

レナ リン」 注 入後ニ 於 テハ 第1,第2,第3群 同

等ニ シテ 第4群 最 小 ナ リ.而 モ第3群 ヲ除 キ テハ

他 ハ 何 レモ減 少 セ リ.結 合 帶 ハ第1,第2,第3

群 各 々大 同小 異 ナ ル モ第4群 ハ最 低 値 ヲ示セリ.

又結 合帶 ハ 「ピロ カル ピ ン」,「 ア ド レナ リ ン」ニ ヨ

リ テハ大 ナル影 響 ヲ受 ケザ ル ガ如 シ.Uhlenhuth

氏法 ニヨ レバ 大體ニ 於 テ 第1,第2,第3群 同等

ニ シテ第4群ニ 最 小 ナ リ.ウ 氏 法 ニテ感 作 ノ大 凡

ノ傾 向 ヲ知リ 得 ル モ,ウ 氏沈 降 原 價 ノ大 ナ ル モ ノ

必 ズ シ モ緒方 氏法 ノ示 ス高 キ免 疫 價 ヲ有 セザ ル コ

ト第1報 詳述ノ 如 シ.

第4章 總 括 及 ビ 考 按

「ベ ンツ オー ル」ト抗體 形成 トノ關 係ニ 就 テハ既

ニ緒 言ニ述 ベ タ ル如 ク諸氏ニヨ リテ 研究 サ レ何 レ

モ「ベ ンツ オール 」ノ少量 ハ抗體 形 成 ヲ刺 戟 シ,其

ノ多 量 ハ抑 制 ス か云 フ説 ニ一致 スル所 ナ リ.余 ノ

實 驗ニ 於 テ子 宮 内抗 體 量,血 中抗 體 量 ヲ見 ルニ 血

清 注射ニ 先 チ テ「ベ ンツ オ ール 」中毒 ノ充 分 ナル ホ

ド抗體 形成 ハ 強 ク障 碍 サル ル ノ結 果 トナ レル ガ,

之 ハ佐 藤 氏 ノ述 ベ タル ガ如 ク,脾 臟 以外 ノ造 血臟

器特ニ 骨 髓 ノ「ベ ンツ オ ール 」ニヨリ 障 碍 サ レ抗體

形 成 ノ障 碍 ヲ來 シタ ル モ ノ ト思 惟 サ ル.又 抗 原 注

射 ノ「ベ ンツ オ ール 」注 射ニ 遲 ル ル程 即 チ 「ベ ン ツ

オ ール」 中毒 ノ充 分 ナ ル 程抗 體 鴛 最 高價ニ 達 スル

迄 ニ要 スル 日數 延 長 スル ヲ知 ル.之 モ佐 藤 氏 ノ説

ニ一 致 スル所 ナ リ.次ニ 植 物神 經 系 統 ト抗 體 形 成

トノ關係 ニ就 テハ 第1報ニ 述 ベ タル ガ如 ク副 交 感

神 經 ノ緊 張 ハ生體 ノ抗 體 産 生機 能 ヲ高 メ,反 之 交

感神 經 ノ緊 張 ハ 之 ガ機 能 ヲ抑 制 ス ト云 フ コ トニ一

致 スル ガ如 シ.余 ノ 實驗 成績ニ 於 テ 「ピ ロカ ル ピ

ン」注入 後 ハ,血 中竝ニ 子 宮 内抗 體 量 ハ 何 レモ「ア

ド レナ リ ン」注 入後ニ 比 シ増 加 シ,而 モ「ベ ンツ オ

ー ル」 注 射 全量 ノ大 ナ ル程 ,換 言 ス レバ 中毒 強 キ

程 其 ノ増 加 ノ程 度 小 ナ リ.「 ア ド レナ リ ン」注 入後

ハ 兩抗體 量共 殆 ド常ニ 減 少 セ リ.過 敏 症 抗體 ノ血

液 竝ニ 組 織 内 含容 量ニハ 從 ツ テ「ベ ン ツ オー ル」ニ

テ障 碍 サル ル脾 臟 以外 ノ造 血臟 器 殊ニ 骨髓 ノ機 能

如 何 ノ外 「ピ ロ カル ピ ン」注 入等 モ 關係 ス.

以 上 ノ事 實 ハ第1報 詳 述 ノ如 ク主 トシ テ細 胞 性

機 轉 ト考 ヘ ラル ル 血液 組 織 間 物 質 交代 現象 ガ植 物

神 經 毒 其 ノ他 ニ ヨ リ一 定 方 向ニ 影 響 サ ル モ ノナ ラ

ン.尚ホ 又「ピ ロカ ル ピ ン」注入後短 時 間 ニシ テ,

子 宮 内及 ビ血 中抗 體 量 ノ急 増 スル ハ過 敏 症 抗 體 ガ

神 經 毒 其 ノ他 ノ作 用ニヨ リ血液 組 織 織ニ 急ニ 移 動

サ ル ル モ ノ ト思 ハ ル.コ レハ既ニ 第1報ニ 發 表 セ

ル所 ア リ.脾 臟 ノ骨 髓ニ 對 スル 作 用ニ 就 テハ 從 來

相 反 スル2説 ガ對 立 シ テ永 ク論 爭 サ レHirschfeld

一 派 ノAscher氏 及 ビ其 ノ門 下Vogel
, Duobois,

Roese,中 尾氏 等 ハ 脾臟 ハ 骨髓 ノ造 血 機 能ニ 對 シ

テ抑 制 作 用 ヲ及 ボ ス モ ノ ナ リ ト稱 スル ニ反 シ,

Eppinger氏 一 派 即 チPearce及 ビ 其 ノ 門 下

(Krumbbar, Musser, Anstin等),Istomanowa

等ハ脾臟ハ骨髓造血機能ニ對シテ促進作用ヲ有 ス

ト.我 ガ教室ノ蓮池氏(1928)ハ 正常脾臟ハ骨髓ノ

赤血球新生機能ニ對シテ抑制的調節作用 ヲ及ボセ

ルノミナラズ,恐 ラク白血球新生機能ニ對シテモ

亦同樣ノ作用アルモノト信ズ ト.余 ノ實驗ニ於テ

モコノ關係 ヲ見出シ得ルガ如ク,即 チ 「ピロカル
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ピ ン」 注 入後 ハ血 中 及 ビ子 宮 内抗體 量共 ニ 「ベ ン

ツ オ ール」 中毒 充 分 ナル程,即 チ 脾臟 以外 ノ造 血

臟 器特ニ 骨髓 ガ強 ク害 サ ル ホ ド其 ノ増 加 ハ小 トナ

ル.此事 實 トサ キ ニ第1報 ニ發表 セル 剔 脾 後感 作

動 物 ハ 「ヒ ロ カル ピ ン」注 入後ニ 於 テ正 常 動 物 感作

ニ於 ケル ヨ リ血 中及 ビ子 宮 内抗 體 量 共 ニ大 トナ レ

ル成 績 ト ヨリ按 ズルニ,過 敏 症 抗 體 ガ或 貯藏 所 ヨ

リ血 液 組織 間ニ 移 動 スルニ 際 シ,正 常 脾臟 ハ 骨髓

ノ促 進 的 作 用ニ 對 シ テ抑 制 的調 節 作 用 ヲ及 ボ スモ

ノ ト信 ゼ ラル.然 レ ドモ 尚 ホ コ ノ血 液 組 織 間物 質

交 代 現 象ニ 於 テ ハ 諸 種 ノ因 子 即 チ 細 小血 管 ノ變

性,血 液膠 質化 學 的 變化 及 ビ種 々 ノ内 分 泌臟 器 ノ

状 態 等 ノ關與 スベ キハBaner n. Aschner, Saxl

u. Donath,藤 田氏,野 間 氏,龜 山,森 正 兩氏 等

諸 氏 ノ業績 ヨ リ推 シ テ想 像 ニ難 カ ラズ.

第5章 結 論

1) 馬 血 清 注射ニ 先 ダ チ テ「ベ ンツ オ ール 」中毒

ノ強 キ程 抗體 形 成 ハ 強 ク障 碍 サ レ,而 モ 抗 原 注 射

後 抗體 最 高價ニ 達 スル迄ニ 要 スル 日數 延 長 スル ヲ

知 ル.

2) 「ピロ カル ピ ン」(1% 1cc)注 入30分 後 ハ

血 中及 ビ 子 宮 内 抗 體 量 ハ 共ニ 「ア ド レナ リ ン」

(0.1% 0.5cc)注 入後ニ 比 シ テ ノ ミナ ラ ズ,殆 ド常

ニ増 加 スル モ,其 ノ價 ハ 注 入 セル 「ベ ンツ オー ル」

全 量 ノ大 ナル程 小 ナ リ.又 「ア ド レナ リ ン」注 入30

分 後ニ ハ 兩 抗體 量 何 レモ殆 ド減 少 ス.

擱筆スルニ當リ 終始御懇篤ナル御指導 ト御

校閲 フ賜 リシ恩師柿沼,北 山兩教授ニ深謝 ス.
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Experimentelle Beeinflussungen des anaphylaktischen Antikarpers.

     (2. Mitteilung)

    Uber den Einfluss von Benzol auf die Autikorpermenge.

  Von

  Dr. Takeo Yokoyama.

     Eingegangen am 19. August 1938.

    Indem ich Benzol- und Pferdeseruminjektion auf verschiedene Weise zusammenfugte,

sensibilisierte ich Meerschweinchen. 7-8 Tage nach der Sensibilisierung wurden die

Menge der Antikorper un Uterus nach dem Daleschen Verfahren bestimmt. Nachdem

ich mit den Werten des Prazipitins im Blute verglichen und die dabei zur Geltung

gekommenen Einflusse von seiten des Pilokarpin, etc. untersucht hatte, gelangte ich zu

folgenden Schlussen:

    (1) Je weiter die Benzolvergifung vor der Pferdeserum-Injektion vorgeschritten

ist, desto starker wird die Antikorperbildung gestort, wobei zu beachten ist, dass sich die

Zeit verlangert, die notig ist, bis hochste Wert der Antikorper nach der Antigen-In-

jektion erreicht wird.

    (2) 30 Minuten nach der Pilokarpin-Injektion (1%, 1cc) vermehrt sich die Anti-

korpermenge im Blute und Uterus stets starker als nach der Adrenalin-Injektion (0,1%,

0,5cc). Obwohl meistens zunimmt, ist der Wert um so kleiner, je grosser die Gesamt-

menge des eingegossenen Benzols. Ferner nimmt die Menge des Antikorpers im Uterus

sowie im Blute 30 Minuten nach der Adrenalin-Injektion meistens ab. (Autoreferat)
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